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ը防災・生活・環境～『頼もしさ』をつなぐまちをめざして～第１章

施策の方針

施策の体系

原子力発電所に対する更なる安全確保の取組と情報公開による透明性の確保を
国及び事業者に対して強く求めます。また、万一の事故に備え、原子力防災対策を
充実します。

土砂災害対策と水害対策の推進や建築物の耐震化の促進により、災害に強い社
会基盤の整備を進めます。また、新庁舎は、災害時において防災及び危機管理拠点
としての機能を発揮する施設として整備します。

市民の防災意識や知識の向上を図るとともに、防災士＊の養成や地域防災リーダ
ー *の育成により、地域防災力を強化します。また、コミュニティFM放送を利用した
防災情報通信システムの導入のほか、災害時における要配慮者対策、災害備蓄品の
確保など、防災・危機管理体制を強化します。

常備消防における消防車両・資機材などの更新や高度化を進めるとともに、消防
団と自主防災組織の連携の強化など、消防・救急・救助体制を充実します。

第1節　市民の生活を守る『頼もしさ』をつくる

 ̏ࡂة機管ཧ機ΛߴΊΔ  
（１）防災意識・知識の充実向上　（２）防災・危機管理体制の強化
（３）消防力の充実・強化

 Δ͢ٻΛ্所ͷ҆શੑిൃྗࢠݪ̍ 
（１）安全性と透明性の確保　（２）原子力防災対策の充実

 ̎ࣗવࡂʹඋ͑ͨର策ΛਐΊΔ  
（１）土砂災害対策・水害対策の推進　（２）災害に備えた防災インフラの整備

ୈ̍અ　市民ͷੜ׆ΛकΔh པ͠͞ Λɦͭ Δ͘  
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1  原子力発電所の安全性向上を追求する

現況と課題 本市は、「原子力発電は安全」という前提の下、国のエネルギー政策に協力して原
子力発電と共存してきました。原子力発電については、高経年化対策や使用済核燃
料の中間貯蔵、高レベル放射性廃棄物の処理処分、核燃料サイクルなどを始めとし
た諸課題がありますが、福島第一原子力発電所事故により、原子力発電は絶対に安
全とはいえなくなったことから、まずはその安全性の確保が何よりも重要です。

本市に立地する柏崎刈羽原子力発電所の安全確保及び更なる安全性の向上に
ついては、これまで国及び事業者の責任において取り組むよう求めてきています。

平成25年９月に柏崎刈羽原子力発電所６・７号機の適合性審査申請＊が事業者
より行われ、現在、原子力規制委員会が審査を実施しています。国及び事業者に対
しては、審査の内容及び過程並びにその結果を市民に対して分かりやすく説明し、市
民の不安を払拭するよう求めていくことが重要です。また、市としても、新規制基準＊

により原子力発電所の安全性がどの程度向上するか確認することが重要です。
福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえ、「柏崎市地域防災計画（原子力災

害対策編）」及び「原子力災害に備えた柏崎市広域避難計画」を策定し、原子力防災
の充実・強化を図っています。しかしながら、万一の事故に備えた対応には、市だけ
では解決できない課題も多く、国や県、防災関係機関と協議を進めながら、一つずつ
解決していくことが必要です。

また、様 な々機会を通じ、原子力防災に関する普及啓発活動を行ってきました。今
後は、防災活動の中心的役割を担う人材の育成や、より実践的な防災訓練を進めて
いくことが重要です。

मݚˎϦʔμʔࡂҬྗࢠݪ

原子力防災リーダー研修会（消防団員防護服着用訓練）

 

- 㻢8 - 

 ਉৡਗ਼ਚभ৸ਙを୯する ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】�

ᮏ市䛿、「ཎᏊ力Ⓨ㟁䛿Ᏻ全」とい䛖๓ᥦのୗ、ᅜの䜶䝛䝹䜼ーᨻ⟇に協力し䛶ཎᏊ力Ⓨ㟁

と共Ꮡし䛶きました。ཎᏊ力Ⓨ㟁に䛴い䛶䛿、㧗経ᖺ化ᑐ⟇や⏝῭᰾⇞ᩱの中間㈓ⶶ、㧗

䝺䝧䝹ᨺᑕᛶᗫᲠ≀のฎ理ฎศ、᰾⇞ᩱサ䜲䜽䝹などをጞめとしたㅖㄢ㢟が䛒りますが、⚟ᓥ

第一ཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤ事ᨾにより、ཎᏊ力Ⓨ㟁䛿⤯ᑐにᏳ全と䛿ゝ䛘な䛟な䛳たことか䜙、ま䛪䛿

䛭のᏳ全ᛶの☜保がఱよりも㔜せ䛷す。 

ᮏ市に❧ᆅする柏崎ส⩚ཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤのᏳ全☜保ཬ䜃᭦なるᏳ全ᛶの向上に䛴い䛶䛿、

これま䛷ᅜཬ䜃事業者の㈐௵におい䛶ྲྀり⤌䜐よ䛖ồめ䛶き䛶います。 

ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ䠕᭶に柏崎ส⩚ཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤ䠒・䠓ྕᶵの適合ᛶᑂᰝ⏦ㄳ＊が事業者より行䜟れ、

⌧ᅾ、ཎᏊ力つ制委ဨがᑂᰝをᐇ施し䛶います。ᅜཬ䜃事業者にᑐし䛶䛿、ᑂᰝのෆᐜཬ

䜃㐣⛬୪䜃に䛭の⤖ᯝを市民にᑐし䛶ศかりやす䛟ㄝ᫂し、市民のᏳをᡶᣔするよ䛖ồめ䛶

い䛟ことが㔜せ䛷す。また、市とし䛶も、新つ制基‽＊によりཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤのᏳ全ᛶがどの⛬度

向上するか☜ㄆすることが㔜せ䛷す。 

⚟ᓥ第一ཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤ事ᨾのᩍカを㋃ま䛘、「柏崎市ᆅᇦ㜵⅏計画䠄ཎᏊ力⅏ᐖᑐ⟇⦅䠅」

ཬ䜃「ཎᏊ力⅏ᐖにഛ䛘た柏崎市ᗈᇦ㑊㞴計画」を⟇定し、ཎᏊ力㜵⅏のᐇ・ᙉ化を図䛳䛶

います。しかしなが䜙、一の事ᨾにഛ䛘たᑐᛂに䛿、市䛰け䛷䛿ゎỴ䛷きないㄢ㢟もከ䛟、ᅜ

や┴、㜵⅏㛵係ᶵ㛵と協㆟を進めなが䜙、一䛴䛪䛴ゎỴし䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

また、ᵝ䚻なᶵを㏻䛨、ཎᏊ力㜵⅏に㛵するᬑཬၨⓎάືを行䛳䛶きました。ᚋ䛿、㜵

⅏άືの中ᚰ的ᙺをᢸ䛖ேᮦの⫱ᡂや、よりᐇ㊶的な㜵⅏カ⦎を進め䛶い䛟ことが㔜せ䛷

す。 

 मݚˎϦʔμʔࡂҬྗࢠݪ
ʢ୯Ґɿճɾਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

։࠵ճ �� �� � � � 

 ��� ��� ��� ��� ��� Ճਓࢀ

ʲࢿྉɿࡂɾྗࢠݪ՝ʳ 

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �
 ࿅܇ண用ޢमձ ফஂһݚϦーμーࡂྗࢠݪ



69

ୈ
̏
編ɾୈ
̍
ষɹ

ɾੜࡂ
ɾ׆
ڥ
Ỗứ
པ

͠
͞
ỪΛ
ͭ
ͳ
͙
·
ͪ
Λ
Ί
͟
͠
ͯ
Ỗ

લ
ظ
ج
ຊ
ܭ
ը

（１）安全性と透明性の確保
福島第一原子力発電所事故のような原子力災害を二度と起こさないため、事業者

に対しては、安全性に対する過信に陥らず、常に高いレベルの安全性を目指す努力を
求め、新規制基準＊が定める安全対策のほか、独自の安全対策について確認します。
また、情報公開による透明性の確保を強く求めます。

一方、国に対しては、事業者が行う安全確保の取組が有効に機能しているかを確
認するとともに、原子力防災対策における住民避難を始め、住民の安全と安心の確
保に十分な責任を持つよう、強く求めます。

（２）原子力防災対策の充実
万一の事故に備え、国、県、県内市町村や関係機関との連携を強化し、課題を一

つずつ解決しながら、「柏崎市地域防災計画（原子力災害対策編）」及び「原子力災
害に備えた柏崎市広域避難計画」を充実するとともに、避難路や緊急輸送路となる
幹線道路などの整備を促進します。

また、「原子力災害対策指針」に照らし、避難計画を含む緊急時の対応が具体的
かつ合理的であるかを確認するため、原子力防災訓練の実施とその検証を重ね、計
画の実効性を高めます。

さらに、ふれあい講座＊や出前講座などを通じて、原子力防災対策に対する理解促
進と普及啓発に取り組みます。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業

 

- 㻢㻥 - 

【主要施策の基本方向】�

䠄䠍䠅 Ᏻᛶ䛸㏱᫂ᛶ䛾☜ಖ 

⚟ᓥ第一ཎᏊ力Ⓨ㟁ᡤ事ᨾのよ䛖なཎᏊ力⅏ᐖを度と㉳こ䛥ないため、事業者にᑐし䛶

䛿、Ᏻ全ᛶにᑐする㐣ಙに㝗䜙䛪、ᖖに㧗い䝺䝧䝹のᏳ全ᛶを┠指すດ力をồめ、新つ制基

‽＊が定めるᏳ全ᑐ⟇の䜋か、⊂⮬のᏳ全ᑐ⟇に䛴い䛶☜ㄆします。また、ሗ公㛤による㏱

᫂ᛶの☜保をᙉ䛟ồめます。 

一᪉、ᅜにᑐし䛶䛿、事業者が行䛖Ᏻ全☜保のྲྀ⤌が有ຠにᶵ⬟し䛶いるかを☜ㄆするとと

もに、ཎᏊ力㜵⅏ᑐ⟇におけるఫ民㑊㞴をጞめ、ఫ民のᏳ全とᏳᚰの☜保に༑ศな㈐௵を持

䛴よ䛖、ᙉ䛟ồめます。 

䠄䠎䠅 ཎᏊຊ㜵⅏ᑐ⟇䛾ᐇ 

一の事ᨾにഛ䛘、ᅜ、┴、┴ෆ市⏫ᮧや㛵係ᶵ㛵との連携をᙉ化し、ㄢ㢟を一䛴䛪䛴ゎ

Ỵしなが䜙、「柏崎市ᆅᇦ㜵⅏計画䠄ཎᏊ力⅏ᐖᑐ⟇⦅䠅」ཬ䜃「ཎᏊ力⅏ᐖにഛ䛘た柏崎市

ᗈᇦ㑊㞴計画」をᐇするとともに、㑊㞴㊰や⥭ᛴ㍺㏦㊰となるᖿ⥺㐨㊰などのᩚഛをಁ進し

ます。 

また、「ཎᏊ力⅏ᐖᑐ⟇指㔪」に↷䜙し、㑊㞴計画をྵ䜐⥭ᛴ時のᑐᛂがල体的か䛴合理

的䛷䛒るかを☜ㄆするため、ཎᏊ力㜵⅏カ⦎のᐇ施と䛭の᳨ドを㔜䛽、計画のᐇຠᛶを㧗め

ます。 

䛥䜙に、䜅れ䛒いㅮᗙ＊やฟ๓ㅮᗙなどを㏻䛨䛶、ཎᏊ力㜵⅏ᑐ⟇にᑐする理ゎಁ進とᬑཬ

ၨⓎにྲྀり⤌䜏ます。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ճʢ;Ε͋࠵मձͷ։ݚΔؔ͢ʹࡦରࡂྗࢠݪ
�� मʣݚˎϦーμーࡂҬྗࢠݪɺ࠲ߨɺग़લ࠲ߨ͍ ճ �� ճ 

��� ՃਓࢀमձͷݚΔؔ͢ʹࡦରࡂྗࢠݪ ਓ ��� ਓ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ൃܒͳͲʹؔ͢Δ͔Γ͍͢ใిൃྗࢠݪ ۀࣄࡦใରྗࢠݪ
πーϧͷඋɾॆ࣮ 

 ऀۀࣄɾࢢɾݝɾࠃ

Δใऩूɾؔ͢ʹࡂྗࢠݪͼٴࡦྗࢠݪ ۀࣄௐࠪใऩूྗࢠݪ
ཧ 

 ऀۀࣄɾࢢɾݝɾࠃ

 ཧ࣋ͷҡࡐػࢿޢͼٴըͷमਖ਼ܭࡂ ۀࣄࡦରࡂྗࢠݪ
܇ࡂ࿅ྗࢠݪࡂରࡦʹؔ͢Δݚमձͷ 
 ࢪ࣮

 ऀۀࣄɾࢢɾݝɾࠃ
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2  自然災害に備えた対策を進める

現況と課題 近年、短時間強雨や集中豪雨などによる河川の氾濫や内水による浸水被害、土砂
災害が全国の至る所で発生しています。

このため、本市においても河川、下水道雨水幹線や枝線の整備のほか、河川管理
施設の老朽化対策、排水ポンプ場の適切な管理・運営が求められています。また、土
砂災害の未然防止対策とともに、災害時の避難に関する迅速な情報提供など、総合
的な対策が必要です。

東日本大震災以降、大規模災害時の避難路や緊急輸送路として、道路の重要性
が再認識され、全国的に国土強靭（じん）化＊の取組が進んでいます。その機能を果
たすべき国道８号柏崎バイパスの早期完成を始め、道路ネットワークの強化を図るこ
とが重要です。さらに、道路防災点検の実施により、道路法面などの危険箇所を把
握し、その対策を進めることが必要です。

また、市民生活の安全を守るため、民間住宅を始め、集会所、ホテル、飲食店など、
大勢の人が利用する特定建築物＊の耐震性の向上に向けた取組を継続することが
必要です。

大規模災害が発生した場合、市庁舎は災害応急対策活動を行う重要な拠点とな
ります。このため、新庁舎の整備に当たっては、その耐震性の確保はもとより、災害に
即応できる拠点とすることが重要です。

民ؒॅٴͼಛ定ݐஙͷԽ

鵜川治水ダム建設事業完成予定イメージ

 

- 㻣㻜 - 

 ঽே಼૩にइञৌੁをਤीる ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

㏆ᖺ、▷時間ᙉ㞵や㞟中㞵などによるἙᕝのỏ℃やෆỈによるᾐỈ⿕ᐖ、ᅵ◁⅏ᐖが全

ᅜの⮳るᡤ䛷Ⓨ⏕し䛶います。 

このため、ᮏ市におい䛶もἙᕝ、ୗỈ㐨㞵Ỉᖿ⥺やᯞ⥺のᩚഛの䜋か、Ἑᕝ管理施設の⪁

ᮙ化ᑐ⟇、Ỉ䝫䞁䝥ሙの適ษな管理・運営がồめ䜙れ䛶います。また、ᅵ◁⅏ᐖのᮍ↛㜵Ṇ

ᑐ⟇とともに、⅏ᐖ時の㑊㞴に㛵する㎿㏿なሗᥦ౪など、総合的なᑐ⟇がᚲせ䛷す。 

ᮾ᪥ᮏ㟈⅏௨㝆、つᶍ⅏ᐖ時の㑊㞴㊰や⥭ᛴ㍺㏦㊰とし䛶、㐨㊰の㔜せᛶがㄆ㆑

䛥れ、全ᅜ的にᅜᅵᙉ㠌
䛨 䜣

化＊のྲྀ⤌が進䜣䛷います。䛭のᶵ⬟をᯝたす䜉きᅜ㐨䠔ྕ柏崎䝞䜲

䝟スの᪩ᮇᡂをጞめ、㐨㊰䝛䝑䝖䝽ー䜽のᙉ化を図ることが㔜せ䛷す。䛥䜙に、㐨㊰㜵⅏Ⅼ᳨

のᐇ施により、㐨㊰ἲ面などの༴㝤⟠ᡤをᢕᥱし、䛭のᑐ⟇を進めることがᚲせ䛷す。 

また、市民⏕άのᏳ全をᏲるため、民間ఫᏯをጞめ、㞟ᡤ、䝩䝔䝹、㣧㣗ᗑなど、ໃの

ேが⏝する≉定建⠏≀＊の⪏㟈ᛶの向上に向けたྲྀ⤌を⥅⥆することがᚲせ䛷す。 

つᶍ⅏ᐖがⓎ⏕したሙ合、市庁舎䛿⅏ᐖᛂᛴᑐ⟇άືを行䛖㔜せなᣐⅬとなります。この

ため、新庁舎のᩚഛにᙜた䛳䛶䛿、䛭の⪏㟈ᛶの☜保䛿もとより、⅏ᐖに༶ᛂ䛷きるᣐⅬとする

ことが㔜せ䛷す。 

ຽؒॅٴͼಛఆݐஙͷԽ 
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ຽؒॅͷԽ ���� ���� ���� ���� ���� 

ಛఆݐஙʢຽؒʣͷԽ ʵ ʵ ���� ���� ���� 

ಛఆݐஙʢެڞʣͷԽ ʵ ʵ ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿݐஙॅ՝ʳ 
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- 㻣㻝 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ᅵ◁⅏ᐖᑐ⟇䞉Ỉᐖᑐ⟇䛾᥎㐍 

増加する㞵⅏ᐖによる⿕ᐖをᮍ↛に㜵Ṇするため、◁㜵・ᒣ事業の᥎進を┴に働き

けます。 

総合的なỈᑐ⟇を進めるため、Ἑᕝのᨵಟ、ୗỈ㐨㞵Ỉᖿ⥺・ᯞ⥺ཬ䜃Ỉ䝎䝮のᩚഛ

を進めるとともに、施設の適ษな維持管理を行います。 

また、ἙᕝỈやẼ㇟ሗ等のண に基づき、⅏ᐖのⓎ⏕するお䛭れが䛒るሙ合䛿、᪩ᮇ

に㑊㞴່࿌などをⓎ௧し、市民のᏳ全☜保にດめます。 

䠄䠎䠅 ⅏ᐖ䛻ഛ䛘䛯㜵⅏䜲䞁䝣䝷䛾ᩚഛ 

⅏ᐖⓎ⏕時の⿕ᐖをᮍ↛に㜵Ṇし、な㏻を☜保するため、ᅜ㐨䠔ྕ柏崎䝞䜲䝟スを

ጞめとしたᖿ⥺㐨㊰のᩚഛをಁ進するとともに、㐨㊰ἲ面などの㜵⅏Ⅼ᳨と༴㝤⟠ᡤ䜈のᑐ⟇

を進めます。 

「柏崎市⪏㟈ᨵಟಁ進計画」に基づき、建≀ᡤ有者にᑐし䛶⪏㟈化の㔜せᛶをၨⓎし、⪏

㟈化をಁ進します。 

新庁舎䛿、⪏㟈ᛶ⬟を有する㜵⅏・༴ᶵ管理ᣐⅬとし䛶適ษにᶵ⬟する施設とし䛶ᩚഛしま

す。⅏ᐖ等により、䝷䜲䝣䝷䜲䞁＊が㏵⤯したሙ合におい䛶も、ᛂᛴᑐ⟇ᮇ間となる最ప䠏᪥間

䠄最䠓᪥間䠅の業ົ⥅⥆がྍ⬟となるよ䛖、ᵝ䚻な᳨ウを行います。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

࠭ࡂϋβーυϚοϓˎʢொձผʣ࡞ �� ��� 

ຽؒॅͷԽ ����ˋ ����ˋ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

 ࢢɾݝ ࡦɺੴྲྀରࡦɺ่͕͚Εରࡦ͢Γର ۀࣄɾ࠭ࢁ࣏

 ෦ਫ֗ࢢɾۀࣄਫ࣏
ରۀࣄࡦ 

ೋڃՏͷඋଅਐ 
ӏ࣏ਫμϜͷඋଅਐ 

 ݝ

 ४用Տɺී௨Տͷվमͱҡิ࣋म 
ӏ࣏ਫμϜͷपลඋ 
ദ࡚Ӎਫϙϯϓͷվஙߋ৽ɺิڧ 
 ઢʣͷඋଅਐࢬઢɾװʢӍਫۀࣄԼਫಓڞެ

 ࢢ

ಓ࿏ࡂରݥة ۀࣄࡦՕॴͷࡂରࢢ ࣄࡦ 

ॅվमඅิॿۚ
ަۀࣄ 

ຽؒॅͷվमࣄʹର͢Δࢧԉ ࢢ 

৽ிࣷඋۀࣄ ࡂɾػةཧڌͱͯ͠దʹػͤ͞ΔͨΊ
ͷඋݕ౼ 

 ࢢ

（１）土砂災害対策・水害対策の推進
増加する豪雨災害による被害を未然に防止するため、砂防・治山事業の推進を県

に働き掛けます。
総合的な治水対策を進めるため、河川の改修、下水道雨水幹線・枝線及び治水ダ

ムの整備を進めるとともに、施設の適切な維持管理を行います。
また、河川水位や気象情報等の予測に基づき、災害の発生するおそれがある場合

は、早期に避難勧告などを発令し、市民の安全確保に努めます。

（２）災害に備えた防災インフラの整備
災害発生時の被害を未然に防止し、円滑な交通を確保するため、国道８号柏崎バ

イパスを始めとした幹線道路の整備を促進するとともに、道路法面などの防災点検と
危険箇所への対策を進めます。
「柏崎市耐震改修促進計画」に基づき、建物所有者に対して耐震化の重要性を啓

発し、耐震化を促進します。
新庁舎は、耐震性能を有する防災・危機管理拠点として適切に機能する施設として

整備します。災害等により、ライフライン＊が途絶した場合においても、応急対策期間
となる最低３日間（最大７日間）の業務継続が可能となるよう、様 な々検討を行います。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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3　防災や危機管理機能を高める

現況と課題 近年、東日本大震災や熊本地震、各地の豪雨・土砂災害といった過去に類例を見
ない大規模災害が発生しています。今後も、南海トラフ巨大地震などの発生が懸念
されており、災害リスクが格段に高まっています。

このため、国や県の動向に即して、継続的に地震・津波災害対策及び風水害対策
を見直すことが必要です。また、自然災害のほか、重大事件・事故、あるいは感染症
の発生など、危機事案ごとに対応する体制を整備することも重要です。

本市ではこれまで、防災学校＊や自主防災実技講習会を開催し、災害に対する市
民の意識や知識の向上、地域防災リーダー＊の育成や実践的な組織づくりに取り組
んできました。また、「自らの地域は自らが守る」という考えの下、互いに近くで助け合
う互近助による支え合いを啓発してきました。しかしながら、新潟県中越沖地震の
発生から時間の経過とともに、防災意識の希薄化、地域防災リーダーの不足などが
懸念されています。

このため、自主防災組織の活動を担う人材の育成や地域コミュニティにおける実
践的な訓練、さらには教職員の防災研修の充実が必要です。

現在、運用しているアナログ防災行政無線は、国の無線規格の変更に伴い、平成
34年12月以降使用できなくなることから、新たな防災情報通信システムを構築する
ことが必要です。

常備消防は、市民及び事業所に対して火災予防を指導・PRするとともに、消防車
両・資機材や消防施設などの整備と、職員の知識・技術の向上や士気の高揚などが
欠かせません。加えて、原子力災害対策について、防災関係機関相互の連携の強化
が必要です。

また、消防団は、近年、減少傾向にある団員をいかに確保するかが課題です。あわ
せて、団員の装備品、資機材の整備と教育・訓練の充実が必要です。

ফஂ員

 

- 㻣2 - 

３ ଆ಼ृਃ管理ਃચをৈीる 

【ྵඞƱᛢ᫆】�

㏆ᖺ、ᮾ᪥ᮏ㟈⅏や⇃ᮏᆅ㟈、ྛᆅの㞵・ᅵ◁⅏ᐖとい䛳た㐣ཤに㢮を見ないつ

ᶍ⅏ᐖがⓎ⏕し䛶います。ᚋも、༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧᆅ㟈などのⓎ⏕がᠱᛕ䛥れ䛶おり、⅏ᐖ䝸ス

䜽が᱁ẁに㧗ま䛳䛶います。 

このため、ᅜや┴のື向に༶し䛶、⥅⥆的にᆅ㟈・ὠἼ⅏ᐖᑐ⟇ཬ䜃㢼Ỉᐖᑐ⟇を見┤す

ことがᚲせ䛷す。また、⮬↛⅏ᐖの䜋か、㔜事௳・事ᨾ、䛒るい䛿ឤᰁのⓎ⏕など、༴ᶵ事

䛤とにᑐᛂする体制をᩚഛすることも㔜せ䛷す。 

ᮏ市䛷䛿これま䛷、㜵⅏学校＊や⮬㜵⅏ᐇ技ㅮ⩦を㛤ദし、⅏ᐖにᑐする市民のព㆑

や▱㆑の向上、ᆅᇦ㜵⅏䝸ー䝎ー＊の⫱ᡂやᐇ㊶的な⤌⧊づ䛟りにྲྀり⤌䜣䛷きました。また、

「⮬䜙のᆅᇦ䛿⮬䜙がᏲる」とい䛖⪃䛘のୗ、いに㏆䛟䛷ຓけ合䛖㏆ຓによるᨭ䛘合いをၨ

Ⓨし䛶きました。しかしなが䜙、新₲┴中㉺Ἀᆅ㟈のⓎ⏕か䜙時間の経㐣とともに、㜵⅏ព㆑の

ᕼⷧ化、ᆅᇦ㜵⅏䝸ー䝎ーの㊊などがᠱᛕ䛥れ䛶います。 

このため、⮬㜵⅏⤌⧊のάືをᢸ䛖ேᮦの⫱ᡂやᆅᇦ䝁䝭䝳䝙䝔䜱におけるᐇ㊶的なカ⦎、

䛥䜙に䛿ᩍ⫋ဨの㜵⅏◊ಟのᐇがᚲせ䛷す。 

⌧ᅾ、運⏝し䛶いる䜰䝘䝻䜾㜵⅏行ᨻ↓⥺䛿、ᅜの↓⥺つ᱁のኚ᭦にకい、ᖹᡂ 㻟㻠 ᖺ 㻝㻞

᭶௨㝆⏝䛷きな䛟なることか䜙、新たな㜵⅏ሗ㏻ಙ䝅ス䝔䝮をᵓ⠏することがᚲせ䛷す。 

ᖖഛᾘ㜵䛿、事業ᡤཬ䜃市民にᑐし䛶ⅆ⅏ண㜵を指ᑟ・㻼㻾 するとともに、ᾘ㜵㌴୧・㈨ᶵᮦ

やᾘ㜵施設などのᩚഛと、⫋ဨの▱㆑・技術の向上やኈẼの㧗ᥭなどがḞか䛫ま䛫䜣。加䛘

䛶、ཎᏊ力⅏ᐖᑐ⟇に䛴い䛶、㜵⅏㛵係ᶵ㛵┦の連携のᙉ化がᚲせ䛷す。 

また、ᾘ㜵団䛿、㏆ᖺ、減ᑡഴ向に䛒る団ဨをいかに☜保するかがㄢ㢟䛷す。䛒䜟䛫䛶、団

ဨのഛရ、㈨ᶵᮦのᩚഛとᩍ⫱・カ⦎のᐇがᚲせ䛷す。 

ফஂһ 
ʢ୯Ґɿਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ফஂһ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿফ૯՝ʳ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

৽ׁݝফୂۭߤࡂͱͷ߹ಉ܇࿅ 
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（１）防災意識・知識の充実向上 «地域の宝・育成戦略»
地域防災力を強化するため、防災士＊を計画的に養成し、全ての自主防災組織に配

置することを目指します。また、避難行動要支援者*などの避難を円滑に進めるため、
自主防災組織との連携・協力を強化します。

関係団体と連携し、防災まちづくりの普及啓発に向けた地域防災リーダー *などの
人材の育成に努めます。また、子どもたちの命を守る備えとして、防災教育プログラム*
を活用するなど、地域や学校の特性をいかした防災教育を推進します。

市民の防災意識の向上を図るため、新潟県中越沖地震メモリアル「まちから」を活
用して、過去の被災経験を継承し、その教訓を発信します。

（２）防災・危機管理体制の強化
「柏崎市地域防災計画」に新たな知見を取り入れ、災害予防、応急対策、復旧・復

興計画の各分野の見直しを進めるとともに、災害対応マニュアルや災害事象に応じた
ハザードマップ*を充実し、防災体制を拡充します。

コミュニティFM放送を利用した防災情報通信システムを整備します。ラジオ難聴
地域を解消しながら、屋外子局は従来と同じ運用ができるようにするとともに、屋内は
自動で起動する緊急告知ラジオを導入します。

また、SNS*を活用した防災アプリケーションなど、新たな情報伝達手段を活用す
るほか、一括配信が可能なシステムを構築することにより、市民への迅速かつ確実な
災害情報の伝達に取り組みます。

災害や事件・事故発生時における医療体制の確保のほか、優先度に応じた業務に
迅速かつ適切に対応できる業務継続体制を整備するとともに、職員の防災・危機管
理意識の向上を図ります。

（３）消防力の充実・強化
火災予防を指導・PRするとともに、複雑多様化・大規模化する災害に対応するた

め、消防車両・資機材などの更新及び高度化を推進します。また、消防施設などの改
修を計画的に進めるとともに、救急救命士を始めとした各種有資格者を養成します。

原子力災害対策を充実するため、事業所自衛消防隊への訓練指導を強化するとと
もに、職員の放射線防護資機材を拡充します。

地域に密着した自主的な防火・防災体制を構築するため、消防団への加入を促進
し、消防団と自主防災組織の連携を強化します。

主要施策の
基本方向
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施策の目標指標

主要な事務事業

新潟県消防防災航空隊との合同訓練



75

ୈ
̏
編ɾୈ
̍
ষɹ

ɾੜࡂ
ɾ׆
ڥ
Ỗứ
པ

͠
͞
ỪΛ
ͭ
ͳ
͙
·
ͪ
Λ
Ί
͟
͠
ͯ
Ỗ

લ
ظ
ج
ຊ
ܭ
ը

施策の方針

施策の体系

持続可能な公共交通ネットワークを構築するため、バス路線の幹線交通と支線交
通の接続改善や自動車から公共交通への利用の転換を促すモビリティマネジメント*
を推進し、地域生活交通を確保・維持します。また、新幹線と信越本線の確実な接続
や優等列車等の運行本数の確保などにより、鉄道の利便性の向上を図ります。

生活に身近な安全を確保するため、安定した道路除雪体制を構築するとともに、除
排雪が困難な地域や世帯に対する支援を行います。また、交通安全対策や防犯対
策の推進、安全な消費生活の確保に取り組みます。

良好な生活環境を維持するため、水道施設や生活排水処理施設などのライフライ
ン*機能を保全するとともに、老朽化の進んでいる公共施設の計画的な対策を進め
ます。また、ガス事業は、公営企業では出来なかったサービスの享受や、永続的に発
展することによる地域経済への寄与などを目的に、平成30年４月に民営化します。

増加する空き家に対して適正管理に向けた行政指導を強化するとともに、利活用
を推進します。

市民一人ひとりが所有する多様な情報端末を快適かつ確実に利用できるよう、情
報通信環境の向上に努めます。

第2節　快適な生活環境を支える『頼もしさ』をつくる

   ங͢Δߏ௨ωοτϫʔΫΛަڞଓՄͳެ࣋̍ 

（１）地域生活交通の確保・維持　（２）鉄道の利便性の向上

 ̎ੜ׆ʹۙͳ҆શΛ֬อ͢Δ  

   ΛकΔڥΔ͑ࢧΛ׆ͳੜྑ̏ 

（１）冬期間における快適な生活と道路交通網の確保　（２）交通安全対策の推進
（３）犯罪を未然に防ぐ地域づくりの推進　（４）安全な消費生活の確保

（１）ライフライン機能の保全　（２）空き家の適正管理と利活用の推進
（３）快適な生活環境の維持　（４）環境衛生機能の保全
（５）情報通信環境の向上

ୈ̎અ　շదͳੜڥ׆Λ͑ࢧΔh པ͠͞ Λɦͭ Δ͘
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1　持続可能な公共交通ネットワークを構築する

現況と課題 市内のバス路線は、高速バス、柏崎・長岡線などの幹線、公共公益施設を結ぶ市
街地循環線、柏崎駅を中心に放射状に展開する郊外線のほか、中山間地域などにお
ける地域内交通の運行により、高齢者や学生を始めとした自動車を運転しない市民
の重要な移動手段となっています。

しかしながら、人口減少・少子高齢化の同時進行、自家用車の普及などにより、各
地域には一定の需要があるものの、路線バス利用者数は、減少傾向にあります。

このため、市街地循環バスと郊外線を有機的に結ぶことなどにより、バスの利便性
を高め、市民の生活の足を確保することが必要です。

北陸新幹線が金沢まで開業したことに伴い、本市は上越新幹線と北陸新幹線に
近接する地域となり、首都圏方面だけでなく、北陸及び関西方面への移動の利便性
が高まりました。

一方で、２つの新幹線の狭間に位置する地域として、高速鉄道体系の一端を担う
信越本線の利便性の向上が求められており、上越地方と中・下越地方との人的流動
の分断、ひいては県土の分断を回避することが必要です。また、国土強靭（じん）化*
に向けた日本海縦貫高速鉄道体系*構築への対応が求められています。

όεɾమಓͷར༻

柏崎市民号で利用される団体臨時列車「リゾートやまどり」

 

- 㻣㻢 - 

 ॡをଡണするشਢ૭ચऩ公共ઐৢॿॵॺড ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】�

市ෆの䝞ス㊰⥺䛿、㧗㏿䝞ス、柏崎・長ᒸ⥺などのᖿ⥺、公共公┈施設を⤖䜆市⾤ᆅᚠ⎔

⥺、柏崎㥐を中ᚰにᨺᑕ≧にᒎ㛤する㑹እ⥺の䜋か、中ᒣ間ᆅᇦなどにおけるᆅᇦෆ㏻の

運行により、㧗㱋者や学⏕をጞめとした⮬ື㌴を運㌿しない市民の㔜せな⛣ືᡭẁとな䛳䛶い

ます。 

しかしなが䜙、ேཱྀ減ᑡ・ᑡᏊ㧗㱋化のྠ時進行、⮬ᐙ⏝㌴のᬑཬなどにより、ྛᆅᇦに䛿

一定の㟂せが䛒るものの、㊰⥺䝞ス⏝者ᩘ䛿、減ᑡഴ向に䛒ります。 

このため、市⾤ᆅᚠ⎔䝞スと㑹እ⥺を有ᶵ的に⤖䜆ことなどにより、䝞スの౽ᛶを㧗め、市

民の⏕άの㊊を☜保することがᚲせ䛷す。 

㝣新ᖿ⥺が㔠ἑま䛷㛤業したことにకい、ᮏ市䛿上㉺新ᖿ⥺と㝣新ᖿ⥺に㏆᥋するᆅ

ᇦとなり、㤳㒔ᅪ᪉面䛰け䛷な䛟、㝣ཬ䜃㛵す᪉面䜈の⛣ືの౽ᛶが㧗まりました。 

一᪉䛷、䠎䛴の新ᖿ⥺の⊃間に置するᆅᇦとし䛶、㧗㏿㕲㐨体⣔の一➃をᢸ䛖ಙ㉺ᮏ⥺

の౽ᛶの向上がồめ䜙れ䛶おり、上㉺ᆅ᪉と中・ୗ㉺ᆅ᪉とのே的ὶືのศ᩿、䜂い䛶䛿┴

ᅵのศ᩿をᅇ㑊することがᚲせ䛷す。また、ᅜᅵᙉ㠌
䛨 䜣

化＊に向けた᪥ᮏᾏ⦪㈏㧗㏿㕲㐨体⣔＊

ᵓ⠏䜈のᑐᛂがồめ䜙れ䛶います。 

 

όεɾమಓͷར༻ 
ʢ୯Ґɿઍਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ദ࡚ࢢൃணόε٬ ��� ��� ��� ��� ��� 

ദ࡚Ӻंਓһ ��� ��� ��� ��� ��� 

ʲࢿྉɿاըࡦ՝ʳ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ʣͱ౦॥όεͻ·ΘΓʢӈʣʣࠨΛΔ̎ͭͷ॥όεʢதԝ॥όε͔͙͟Δ·ʢ֗ࢢ
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- 㻣㻣 - 

【主要施策の基本方向】�

䠄䠍䠅 ᆅᇦ⏕ά㏻䛾☜ಖ䞉⥔ᣢ 

持⥆ྍ⬟なᆅᇦ公共㏻䝛䝑䝖䝽ー䜽をᵓ⠏するため、「柏崎市ᆅᇦ公共㏻⥙ᙧᡂ計画」

に基づき、䝞ス㊰⥺のᖿ⥺㏻とᨭ⥺㏻の᥋⥆をᨵၿします。また、ᆅᇦ䛤とに␗なる䝙ー

䝈にᑐᛂしたᆅᇦෆ㏻の☜❧にྲྀり⤌䜏ます。 

䛒䜟䛫䛶、公共㏻の⏝をಁす䝰ビ䝸䝔䜱䝬䝛䝆䝯䞁䝖＊をᙉ化するため、ᆅᇦが体的に

運営する䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝞ス＊や䝕䝬䞁䝗䝞ス＊、合䝍䜽䝅ー＊などの運行をᨭし、㌟㏆な⛣ື

ᡭẁを☜保します。 

䛥䜙に、公共㏻の⏝ಁ進に向けた市民ព㆑を㔊ᡂします。 

䠄䠎䠅 㕲㐨䛾౽ᛶ䛾ྥୖ 

㕲㐨の౽ᛶの向上を図るため、上㉺新ᖿ⥺ཬ䜃㝣新ᖿ⥺とಙ㉺ᮏ⥺等ᅾ᮶⥺との☜

ᐇᛶ・㏿㐩ᛶの㧗い᥋⥆と、≉ᛴやᛌ㏿ิ㌴などのඃ等ิ㌴等の運行ᮏᩘの☜保を図ります。

また、ᮇ間のᙉ㢼にకい、㕲㐨の運行にᨭ㞀がฟないよ䛖、㛵係ᶵ㛵にᑐし䛶ᨵၿをせᮃし

ます。 

㕲㐨の౽ᛶの向上を┴全体のㄢ㢟とし䛶ᤊ䛘、全┴的なྲྀ⤌を進めるとともに、㕲㐨㛵係

ㅖ団体、経῭⏺などとの連携を᥎進します。 

䛥䜙に、᪥ᮏᾏ⦪㈏㧗㏿㕲㐨体⣔＊における㕲㐨㧗㏿化や新ᖿ⥺・ᅾ᮶⥺┤㏻化等の◊✲

を進め、䛭の᪩ᮇᐇ⌧を┠指します。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

ίϛϡχςΟόεσϚϯυόεɺ߹λΫγーͷ̍
ฏۉंਓһ �� ਓʗ �� ਓʗ 

ദ࡚Ӻͷ̍ฏۉंਓһ ���� ਓʗ ���� ਓʗ 

˞ա̑ڈؒͷ̍ฏۉंਓһͷݮগ෯͔ΒকདྷΛਪ͢ܭΔͱɺฏ ��  ���� ਓʗఔͱͳ
Δ͕ɺརศੑͷ্ΛਤΔ͜ͱͰݮগ෯Λ͑ɺ���� ਓʗͷར用Λඪͱ͢Δɻ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

࿏ઢόε֬อۀࣄ όε࿏ઢͷঢ়֬گೝɺੳʹΑΔݟ͠ 
ελϯϓϥϦーͳͲɺ࿏ઢόεར用ଅਐۀࣄͷ
 ࢪ࣮
 ԉࢧର͢Δʹऀۀࣄௐͨ͠όεڠͱݝࠃ

 ऀۀࣄɾࢢ

ࢁொ۠࿏ઢόε֬อۀࣄ ࢁொ۠࿏ઢόεʮʹ͠·߸ʯͷҡ࣋ཧ ࢢ 

మಓੑ׆Խۀࣄ మಓར用ͷଅਐʹΑΔࢢຽͷϚΠϨーϧҙࣝˎ

ͷৢ 
 ऀۀࣄɾࢢɾݝ

 

（１）地域生活交通の確保・維持
持続可能な地域公共交通ネットワークを構築するため、「柏崎市地域公共交通網

形成計画」に基づき、バス路線の幹線交通と支線交通の接続を改善します。また、地
域ごとに異なるニーズに対応した地域内交通の確立に取り組みます。

あわせて、公共交通の利用を促すモビリティマネジメント*を強化するため、地域が
主体的に運営するコミュニティバス*やデマンドバス*、乗合タクシー *などの運行を支
援し、身近な移動手段を確保します。

さらに、公共交通の利用促進に向けた市民意識を醸成します。

（２）鉄道の利便性の向上
鉄道の利便性の向上を図るため、上越新幹線及び北陸新幹線と信越本線等在来

線との確実性・速達性の高い接続と、特急や快速列車などの優等列車等の運行本数
の確保を図ります。また、冬期間の強風に伴い、鉄道の運行に支障が出ないよう、関
係機関に対して改善を要望します。

鉄道の利便性の向上を県全体の課題として捉え、全県的な取組を進めるとともに、
鉄道関係諸団体、経済界などとの連携を推進します。

さらに、日本海縦貫高速鉄道体系*における鉄道高速化や新幹線・在来線直通化
等の研究を進め、その早期実現を目指します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業



78

ୈ
̏
編ɾୈ
̍
ষɹ

ɾੜࡂ
ɾ׆
ڥ
Ỗứ
པ

͠
͞
ỪΛ
ͭ
ͳ
͙
·
ͪ
Λ
Ί
͟
͠
ͯ
Ỗ

લ
ظ
ج
ຊ
ܭ
ը

園児による交通安全の呼びかけ

2　生活に身近な安全を確保する

現況と課題 降雪期における安全な道路交通を確保するため、迅速な除雪作業が求められてい
る一方で、道路除雪委託事業者の確保が課題となっています。また、高齢化の進行
に伴い、自ら雪処理を行うことが困難な世帯が増加しています。このため、安定的で
地域の実情に応じたきめ細かな除雪体制を整備することが必要です。

屋根の雪処理における高齢者の転落事故などが増加していることから、冬期間の
安全確保及び除排雪時の負担を軽減するため、克雪住宅の整備を推進していくこと
が必要です。

交通事故発生件数、負傷者数は減少傾向にある一方で、高齢者が関わる事故は
発生件数全体の３割を超え、増加傾向にあります。このため、高齢者が事故の被害
者あるいは加害者とならない取組を進めることが必要です。

マスメディアでは連日のように凶悪事件が報道され、暮らしの安全・安心に対する
市民の関心が高まっています。安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため
には、「犯罪の被害に遭わない」、「犯罪を起こさない」ための教育が必要です。また、

「地域の安全は自ら守る」という市民の防犯意識を醸成し、犯罪を抑止する取組を
計画的に行っていくことが重要です。

特殊詐欺や悪質商法など、その手法が時代と共に変化していることから、消費者教
育・啓発を通じ、市民の防犯意識を高めることが必要です。また、高齢者が狙われる
傾向があるため、地域や関係機関が連携し、見守り体制を構築することも大切です。

ަ௨事ٴނͼܐ๏൜

 

- 㻣8 - 

 েણにମऩ৸をન৳する ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】�

㝆㞷ᮇにおけるᏳ全な㐨㊰㏻を☜保するため、㎿㏿な㝖㞷స業がồめ䜙れ䛶いる一᪉䛷、

㐨㊰㝖㞷委託事業者の☜保がㄢ㢟とな䛳䛶います。また、㧗㱋化の進行にకい、⮬䜙㞷ฎ理

を行䛖ことがᅔ㞴なୡᖏが増加し䛶います。このため、Ᏻ定的䛷ᆅᇦのᐇにᛂ䛨たきめ⣽か

な㝖㞷体制をᩚഛすることがᚲせ䛷す。 

ᒇ᰿の㞷ฎ理における㧗㱋者の㌿ⴠ事ᨾなどが増加し䛶いることか䜙、ᮇ間のᏳ全☜保

ཬ䜃㝖㞷時の㈇ᢸを㍍減するため、ඞ㞷ఫᏯのᩚഛを᥎進し䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

㏻事ᨾⓎ⏕௳ᩘ、㈇യ者ᩘ䛿減ᑡഴ向に䛒る一᪉䛷、㧗㱋者が㛵䜟る事ᨾ䛿Ⓨ⏕௳ᩘ

全体の䠏を㉸䛘、増加ഴ向に䛒ります。このため、㧗㱋者が事ᨾの⿕ᐖ者䛒るい䛿加ᐖ者と

な䜙ないྲྀ⤌を進めることがᚲせ䛷す。 

䝬ス䝯䝕䜱䜰䛷䛿連᪥のよ䛖にปᝏ事௳がሗ㐨䛥れ、ᬽ䜙しのᏳ全・Ᏻᚰにᑐする市民の㛵

ᚰが㧗ま䛳䛶います。Ᏻ全䛷Ᏻᚰし䛶ᬽ䜙䛫るま䛱づ䛟りを᥎進するために䛿、「≢⨥の⿕ᐖに

㐼䜟ない」、「≢⨥を㉳こ䛥ない」ためのᩍ⫱がᚲせ䛷す。また、「ᆅᇦのᏳ全䛿⮬䜙Ᏺる」とい䛖

市民の㜵≢ព㆑を㔊ᡂし、≢⨥をᢚṆするྲྀ⤌を計画的に行䛳䛶い䛟ことが㔜せ䛷す。 

≉Ṧブḭやᝏ㉁ၟἲなど、䛭のᡭἲが時௦と共にኚ化し䛶いることか䜙、ᾘ費者ᩍ⫱・ၨⓎ

を㏻䛨、市民の㜵≢ព㆑を㧗めることがᚲせ䛷す。また、㧗㱋者が≺䜟れるഴ向が䛒るため、ᆅ

ᇦや㛵係ᶵ㛵が連携し、見Ᏺり体制をᵓ⠏することもษ䛷す。 

ަ௨ٴނࣄͼܐ๏൜ 
ʢ୯Ґɿ݅ɾਓʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ަ௨ൃނࣄੜ݅ ��� ��� ��� ��� ��� 

ަ௨ނࣄʹΑΔऀࢮʢ͏ͪ

�	� ʣऀྸߴ �	�
 �	�
 �	�
 �	�
 

 ��� ��� ��� ��� ��� ๏൜ೝ݅ܐ

ʲࢿྉɿദ࡚ަࢢ௨گ֓ނࣄʢദ࡚ܯॺʣr  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
େަंܕ௨҆શࣨڭ 
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（１）冬期間における快適な生活と道路交通網の確保
降雪期における市民生活の安全・安心な生活を確保するため、地域、関係機関、

民間事業者との連携による安定した道路除雪体制を構築するとともに、過疎化や高
齢化により除排雪が困難な地域に対し、住宅の克雪化のための支援を行います。

また、自ら雪処理を行うことが困難な世帯に対しては、地域の実情に応じたきめ細
かな除雪体制を整備できるよう支援し、地域ぐるみで支え合う体制をつくります。

（２）交通安全対策の推進
警察及び関係機関などと一体となり、交通安全意識の普及啓発活動を行います。
また、高齢者が交通事故の加害者あるいは被害者とならないよう、体験・実践型の

交通安全活動を取り入れた交通安全教育の充実を図るとともに、公共交通機関の
利用促進に向けた意識を醸成します。

（３）犯罪を未然に防ぐ地域づくりの推進
犯罪を未然に防ぐため、「意識づくり」、「地域づくり」、「環境づくり」の３本の柱を

基本方針とし、地域や防犯関係団体と連携しながら市民の自主防犯意識の高揚を
図り、犯罪のない安全で安心なまちづくりを進めます。

（４）安全な消費生活の確保
消費者保護のため、消費生活センターの機能を充実するとともに、関係機関と連携

して消費者教育・啓発を推進し、消費者自らの知識や判断力の向上を図ります。

主要施策の
基本方向

豪雪地域での屋根雪処理
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ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

আઇػցͷߋ৽ʢྦྷܭʣ ��  ��  

ަ௨ൃނࣄੜ݅ ��� ݅ 
ʢฏ �� ʣ 

��� ݅ 
ʢฏ �� ʣ 

ദ࡚ࢢͷܐ๏൜ೝ݅ ��� ݅ 
ʢฏ �� ʣ 

��� ݅ 
ʢฏ �� ʣ 
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施策の目標指標

主要な事務事業
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中学生への消費生活啓発講座
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３ ଐऩেણを੍इる୭をஹる 

【ྵඞƱᛢ᫆】�

䜺ス事業䛿これま䛷、柏崎市䜺ス事業᳨ウ委ဨの⟅⏦を㋃ま䛘、事業の民営化の᳨ウを

進め䛶きました。民営化を進めるにᙜた䛳䛶䛿、公営䛷行䛳䛶きた市民サービスがపୗしないよ

䛖な事業ㆡΏを行䛖ことが㔜せ䛷す。 

Ỉ㐨施設䛿、⪏⏝ᖺᩘを㉸䛘た管㊰がከ䛟、配ỈụやίỈฎ理施設等と共に⪏㟈ᛶがపい

≧ἣに䛒ることか䜙、施設の䝎ウ䞁サ䜲䝆䞁䜾＊による計画的なᢞ㈨ཬ䜃ຠ⋡的な経営がồめ䜙

れ䛶います。 

ୗỈ㐨施設䛿、ᚋ、ᅜの新制度に基づいたス䝖䝑䜽䝬䝛䝆䝯䞁䝖＊計画を⟇定し、よりຠ⋡的

なᨵ⠏᭦新を進めることがồめ䜙れ䛶います。また、ί化ᵴ䜈の᪩ᮇ㌿をಁ進することがᚲ

せ䛷す。 

管理全な✵きᐙが増加し、㏆㞄のఫ民か䜙ከ䛟の┦ㄯがᐤ䛫䜙れ䛶います。このため、管

理全な✵きᐙの削減に向けたྲྀ⤌と✵きᐙに䛥䛫ないためのᑐ⟇がᚲせ䛷す。 

公ᅬ施設䛿、建設ᚋ 㻠㻜 ᖺを経㐣し、⪁ᮙ化が進䜣䛷いる施設も䛒るため、計画的な施設の

維持ಟ⧋、ᨵ⠏᭦新がᚲせ䛷す。 

公営ఫᏯ䛿、⪁ᮙ化の進行や䝷䜲䝣ス䝍䜲䝹のኚ化などによるᒃఫỈ‽のపୗとい䛖ၥ㢟が

見ཷけ䜙れます。このため、施設の長寿命化を図るとともに、Ꮚ⫱䛶ୡᖏや㧗㱋者ୡᖏがධᒃ

しやすいఫ⎔ቃのᩚഛを᥎進することがᚲせ䛷す。また、民間ఫᏯに䛴い䛶も、ఫ⎔ቃの向上

と定ఫのಁ進に向けた新たなఫᏯᨭ⟇の᳨ウがᚲせ䛷す。 

つᶍ⅏ᐖの⿕⅏時における㎿㏿なᪧにᐤし、また、ᖹ時に䛿ᅵᆅྲྀᘬの化やᅵ

ᆅ㈨⏘の保全を図るᆅ⡠ㄪᰝのᚲせᛶがồめ䜙れ䛶います。 

⪁ᮙ化が進䜣䛷いるᗫᲠ≀ฎ理施設やᩪሙ䛿、施設⬟力のᶵ⬟保全に向けたᩚഛ・᭦新

を行䛖ことがᚲせ䛷す。また、ᅬ䛿、♫的ኚ化にక䛖ᆅやᇙⴿにᑐする⪃䛘᪉のኚ化に

ᑐᛂすることがᚲせ䛷す。 

ሗ㏻ಙ⎔ቃ䛿、ス䝬ー䝖䝣䜷䞁等のሗ➃ᮎの⇿Ⓨ的なᬑཬにより、公⾗↓⥺ 㻸㻭㻺＊等、

新たな基┙ᩚഛがồめ䜙れ䛶います。公⾗↓⥺ 㻸㻭㻺 がᮍᩚഛの公共施設に䛴い䛶䛿、ఫ民

䝙ー䝈に基づき、ᩚഛのᚲせᛶを᳨ウすることがᚲせ䛷す。 

䝁䝭䝳䝙䝔䜱 㻲㻹 ᨺ㏦䛿、一㒊ᆅᇦ䛷⫈䛟ことが䛷きない≧ἣに䛒りますが、㞴⫈ᆅᇦのゎᾘ

を図りなが䜙、⅏ᐖሗఏ㐩等のά⏝⟇を᳨ウし䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

 

্ਫಓࢪઃ 
ʢ୯ҐɿᶳɾNʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ਫಓٺͷೖସʢᶳʣ ��� ��� ��� ��� ��� 

 ��� ��� ��� ��� ��� ࿏ͷԽʢNʣװج
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3　良好な生活を支える環境を守る

現況と課題 ガス事業はこれまで、柏崎市ガス事業検討委員会の答申を踏まえ、事業の民営化
の検討を進めてきました。民営化を進めるに当たっては、公営で行ってきた市民サー
ビスが低下しないような事業譲渡を行うことが重要です。

水道施設は、耐用年数を超えた管路が多く、配水池や浄水処理施設等と共に耐
震性が低い状況にあることから、施設のダウンサイジング*による計画的な投資及び
効率的な経営が求められています。

下水道施設は、今後、国の新制度に基づいたストックマネジメント*計画を策定し、
より効率的な改築更新を進めることが求められています。また、浄化槽への早期転
換を促進することが必要です。

管理不全な空き家が増加し、近隣の住民から多くの相談が寄せられています。こ
のため、管理不全な空き家の削減に向けた取組と空き家にさせないための対策が必
要です。

公園施設は、建設後40年を経過し、老朽化が進んでいる施設もあるため、計画的
な施設の維持修繕、改築更新が必要です。

公営住宅は、老朽化の進行やライフスタイルの変化などによる居住水準の低下と
いう問題が見受けられます。このため、施設の長寿命化を図るとともに、子育て世帯
や高齢者世帯が入居しやすい住環境の整備を推進することが必要です。また、民間
住宅についても、住環境の向上と定住の促進に向けた新たな住宅支援策の検討が
必要です。

大規模災害の被災時における迅速な復旧に寄与し、また、平時には土地取引の円
滑化や土地資産の保全を図る地籍調査の必要性が求められています。

老朽化が進んでいる廃棄物処理施設や斎場は、施設能力の機能保全に向けた整
備・更新を行うことが必要です。また、墓園は、社会的変化に伴う墓地や埋葬に対す
る考え方の変化に対応することが必要です。

情報通信環境は、スマートフォン等の情報端末の爆発的な普及により、公衆無線
LAN*等、新たな基盤整備が求められています。公衆無線LANが未整備の公共施
設については、住民ニーズに基づき、整備の必要性を検討することが必要です。

コミュニティFM放送は、一部地域で聴くことができない状況にありますが、難聴地
域の解消を図りながら、災害情報伝達等の活用策を検討していくことが必要です。

্ਫಓࢪઃ
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（１）ライフライン機能の保全
平成30年４月にガス事業を民営化します。民営化に当たっては、更なる市民サー

ビスの向上が図られる事業譲渡を行います。
安定した上下水道サービスを提供するため、施設の重要度や規模等を検討し、計

画的な改築更新、耐震補強を進めます。また、みなし浄化槽（単独処理浄化槽）世帯
に対する浄化槽への早期転換を促進します。

（２）空き家の適正管理と利活用の推進
「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、増加する空き家の実態を把

握し、「柏崎市空家等対策計画」を策定します。
管理不全な空き家は、適正管理に向けた助言・指導、勧告、命令を行うとともに、

行政による除却などを検討します。また、定住を促進するため、空き家のリフォームに
対する支援を継続するほか、関係団体との連携を強化し、空き家に対する情報提供
を進めるなど、利活用の推進に向けた新たな支援策を検討します。

（３）快適な生活環境の維持
快適で潤いのある公園環境を提供するため、「柏崎市都市公園施設長寿命化計

画」に基づき、計画的に施設の維持修繕、改築更新を進めます。
老朽化した公営住宅は、「柏崎市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、計画的な

維持管理、修繕を進め、良質な住環境を確保します。また、民間住宅は、住環境の向
上と定住の促進に向け、住宅リフォームに対する支援に加え、更なる支援策を検討し
ます。

地籍調査について、調査実施に必要な予算や職員の確保と費用対効果などの検
討を踏まえながら、取り組みます。

（４）環境衛生機能の保全
老朽化が進んでいる廃棄物処理施設は、搬入量の変化や搬入物の性状の変化に

対応した延命化又は更新の方針を決定し、対策を進めます。
斎場は、設備更新、火葬炉の全面改修などを継続して進めます。また、墓園は、社

会環境の変化に合わせた墓地の在り方と共に、合同墓などの調査研究を行います。

（５）情報通信環境の向上
パソコン、携帯電話、タブレット等の多様な情報端末を快適かつ確実に利用できる

よう、関係機関と連携しながら、情報通信環境の向上を図ります。
公共施設への公衆無線LAN＊の整備について、施設の状況等を見ながら整備の

必要性を検討します。また、コミュニティFM放送は、防災情報通信システムの構築
に併せて、難聴地域の解消を目指します。

主要施策の
基本方向
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施策の目標指標

主要な事務事業
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施策の方針

施策の体系

平時には地域間の連携や交流、物流を支え、災害時には避難路や緊急輸送路とな
る社会基盤を機能的に整備します。国道８号柏崎バイパスを始め、国県道や優先性
の高い都市計画道路などの幹線道路の整備を進めるとともに、市民生活に身近な生
活道路を計画的に整備します。

柏崎港は、港湾施設や周辺環境の整備を促進し、物流の増加に向けたポートセー
ルス*を推進するとともに、災害時における防災拠点としての機能を強化します。

また、人と物が行き交うにぎわいのある港を目指し、港や周辺施設を活用したマリン
レジャーなどのイベント情報を全国にPRし、港の活性化に取り組みます。

老朽化が進み、今後大きな負担が予想される道路や橋りょう等は、計画的な点検
や適切な修繕を実施します。

第3節　社会基盤の整備による『頼もしさ』をつくる

 ̍ࣾ会ج൫Λ機తʹඋ͢Δ  
（１）幹線道路ネットワークの整備　（２）生活道路の整備
（３）港湾機能の保全と港の活性化

 ̎҆શͳಓ࿏Λ֬อ͢Δ   

（１）道路や橋りょうなどの計画的な保全

ୈ̏અ　ࣾ会ج൫ͷඋʹΑΔh པ͠͞ Λɦͭ Δ͘
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1　社会基盤を機能的に整備する

現況と課題 幹線道路は、人の移動や物流の中心となり、経済活動には欠かせず、災害時の避
難経路としても重要な役割を担います。しかしながら、未改良区間が多く残っている
のが現状です。特に、国道８号柏崎バイパスの供用開始区間は一部にとどまってい
ることから、全線開通に向けた整備を促進することが必要です。

また、都市計画道路は、優先性の高い路線から整備していますが、引き続き交通渋
滞の解消や防災上重要な路線から整備を進めていくことが必要です。

市道の改良率は約50％、舗装率は約83％ですが、集落内の未改良区間は幅員が
狭いため、緊急車両の通行や除雪作業に支障が出ています。順次、市道の整備を進
めていますが、各地域から様々な要望が数多く寄せられており、集中的な投資による
早期完了が難しい状況にあります。また、歩道の整備やバリアフリー *化による安全
性の向上などが求められています。

柏崎港は、コンテナ貨物を取り扱える設備がないため、物流の拡大が厳しい状況
にあります。しかしながら、新潟県中越沖地震の際には、避難者支援や物資の輸送、
給水活動等、防災拠点として重要な役割を果たしました。今後、予想される太平洋
側の震災時の代替港としての役割を担うためにも、港湾機能の強化及び保全に向け
た環境の整備が求められています。

柏崎港西埠頭は、平成26年６月から防波堤を釣り場として一般開放され、港のに
ぎわい創出の一助となっています。港利用者の拡大に向け、マリンレジャーや観光ク
ルーズ船の誘致など、港の活性化に向けた取組を全国にPRしていくことが必要です。

ઢಓ࿏װ
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 ভ੦ೕをਃચ的にତする ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】�

ᖿ⥺㐨㊰䛿、ேの⛣ືや≀ὶの中ᚰとなり、経῭άືに䛿Ḟか䛫䛪、⅏ᐖ時の㑊㞴経㊰と

し䛶も㔜せなᙺをᢸいます。しかしなが䜙、ᮍᨵⰋ༊間がከ䛟ṧ䛳䛶いるのが⌧≧䛷す。≉に、

ᅜ㐨䠔ྕ柏崎䝞䜲䝟スの౪⏝㛤ጞ༊間䛿一㒊にとどま䛳䛶いることか䜙、全⥺㛤㏻に向けたᩚ

ഛをಁ進することがᚲせ䛷す。 

また、㒔市計画㐨㊰䛿、ඃඛᛶの㧗い㊰⥺か䜙ᩚഛし䛶いますが、ᘬき⥆き㏻のゎ

ᾘや㜵⅏上㔜せな㊰⥺か䜙ᩚഛを進め䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

市㐨のᨵⰋ⋡䛿⣙ 㻡㻜䠂、⯒⋡䛿⣙ 㻤㻟䠂䛷すが、㞟ⴠෆのᮍᨵⰋ༊間䛿ᖜဨが⊃いため、

⥭ᛴ㌴୧の㏻行や㝖㞷స業にᨭ㞀がฟ䛶います。㡰ḟ、市㐨のᩚഛを進め䛶いますが、ྛᆅ

ᇦか䜙ᵝ䚻なせᮃがᩘከ䛟ᐤ䛫䜙れ䛶おり、㞟中的なᢞ㈨による᪩ᮇが㞴しい≧ἣに䛒り

ます。また、Ṍ㐨の䝞䝸䜰䝣䝸ー＊化やṌ㐨ᩚഛとい䛳たṌ行者・⮬㌿㌴にᑐするᏳ全ᛶの向上

などがồめ䜙れ䛶います。 

柏崎 䛿、䝁䞁䝔䝘㈌≀をྲྀりᢅ䛘る設ഛがないため、≀ὶのᣑがཝしい≧ἣに䛒ります。

しかしなが䜙、新₲┴中㉺Ἀᆅ㟈の㝿に䛿、㑊㞴者ᨭや≀㈨の㍺㏦、⤥Ỉάື等、㜵⅏ᣐ

Ⅼとし䛶㔜せなᙺをᯝたしました。ᚋ、ண䛥れるኴᖹὒഃの㟈⅏時の௦᭰ とし䛶のᙺ

をᢸ䛖ためにも、 ‴ᶵ⬟のᙉ化ཬ䜃保全に向けた⎔ቃのᩚഛがồめ䜙れ䛶います。 

柏崎 すᇧ㢌䛿、ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺ䠒᭶か䜙㜵Ἴሐを㔮りሙとし䛶一⯡㛤ᨺ䛥れ、 のに䛞䜟い

ฟの一ຓとな䛳䛶います。 ⏝者のᣑに向け、䝬䝸䞁䝺䝆䝱ーやほග䜽䝹ー䝈⯪のㄏ⮴な

ど、 のάᛶ化に向けたྲྀ⤌を全ᅜに 㻼㻾 し䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

 

 ઢಓ࿏װ
ʢ୯Ґɿ̼ɾˋʣ 

۠   ࣮Ԇ վྑࡁԆ վྑ ฮࡁԆ ฮ 
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（１）幹線道路ネットワークの整備
中心市街地と郊外部とのアクセス向上のため、国道８号柏崎バイパスを中心に、国

県道の整備促進を国や県に働き掛けます。
都市計画道路は、市街地交通の円滑化や災害避難路網の形成のため、優先性の

高い路線区間から整備を進めます。

（２）生活道路の整備
生活道路として利用する沿線住民の安全性、利便性及び快適性を高めるため、早

期に事業効果を発揮できるよう計画的に市道の整備を進めます。
通学路の安全性を確保するため、「柏崎市通学路交通安全プログラム」に基づい

た適切な対策を検討し、歩道を整備します。

（３）港湾機能の保全と港の活性化
国際貿易港としての役割を担う港として、柏崎港を利用する事業者へのポートセー

ルス＊を強化するとともに、物流機能や港湾機能を維持・強化するため、港湾管理者
である県に対し、港湾施設と周辺環境の整備促進を働き掛けます。

柏崎港周辺のにぎわいを創出するため、みなとオアシス*の登録に向けた取組を進
めるとともに、観光交流センター「夕海」を始めとする柏崎港周辺の施設を活用した
取組を進め、これらの情報を全国に発信します。

主要施策の
基本方向

国道８号柏崎バイパス（出典：国土交通省長岡国道事務所）
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施策の目標指標

主要な事務事業
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柏崎港
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2　安全な道路網を確保する

現況と課題 市が管理する道路や橋りょうは、高度経済成長期に整備されたものが多くを占め
ています。このため、施設の老朽化が進み、今後の改修や補修に多額の費用が必要
となります。

道路施設の維持管理は、予防保全型*による長寿命化を進めており、特に橋りょう、
トンネルなどの重要構造物は、法律により点検が義務付けられているため、計画的な
点検を実施することが重要です。

Γΐ͏ͷ長ण໋Խڮ

トンネル定期点検

 

- 㻥㻜 - 

 ৸ऩଡ଼ිをન৳する ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】�

市が管理する㐨㊰やᶫり䜗䛖䛿、㧗度経῭ᡂ長ᮇにᩚഛ䛥れたものがከ䛟を༨め䛶います。こ

のため、施設の⪁ᮙ化が進䜏、ᚋのᨵಟや⿵ಟにከ㢠の費⏝がᚲせとなります。 

㐨㊰施設の維持管理䛿、ண㜵保全ᆺ＊による長寿命化を進め䛶おり、≉にᶫり䜗䛖、䝖䞁䝛䝹

などの㔜せᵓ㐀≀䛿、ἲᚊによりⅬ᳨が⩏ົけ䜙れ䛶いるため、計画的なⅬ᳨をᐇ施するこ

とが㔜せ䛷す。 

 

 Γΐ͏ͷण໋Խڮ
ʢ୯Ґɿڮʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

 �� �� �� �� �� ʣܭΓΐ͏ण໋Խमસʢྦྷڮ

ʲࢿྉɿࢢඋ՝ʳ 
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【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 㐨㊰䜔ᶫ䜚䜗䛖䛺䛹䛾ィ⏬ⓗ䛺ಖ 

㐨㊰ス䝖䝑䜽＊の保全と長ᮇ的なಟ⧋䝁ス䝖をᢚ制するため、「柏崎市公共施設等総合管理計

画」を㋃ま䛘、新たに⟇定する㐨㊰施設のಶู施設計画ཬ䜃「柏崎市ᶫり䜗䛖長寿命化ಟ⧋計

画」に基づき、計画的なⅬ᳨や適ษなಟ⧋をᐇ施します。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

�� ʣܭΓΐ͏ण໋Խमસʢྦྷڮ �� ڮ  ڮ

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

 ࢢ Γΐ͏ͷमસڮଛইͨ͠ ۀࣄΓΐ͏मસڮ

ಓ࿏ิमࢢ ۀࣄಓͷଛইՕॴͷิम ࢢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ڮࡔ

（１）道路や橋りょうなどの計画的な保全
道路ストック*の保全と長期的な修繕コストを抑制するため、「柏崎市公共施設等

総合管理計画」を踏まえ、新たに策定する道路施設の個別施設計画及び「柏崎市橋
りょう長寿命化修繕計画」に基づき、計画的な点検や適切な修繕を実施します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業

坂向橋
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青海川海岸清掃（ECO2プロジェクト）
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施策の方針

施策の体系

再生可能エネルギー *などの次世代エネルギー *の利用促進及び公共施設におけ
る省エネルギー設備の導入など、地球温暖化対策の推進と併せて、市民一人ひとりの
環境意識の向上に取り組みます。

ごみの適正処理及び発生抑制・再使用・再生利用に対する市民意識を高めるとと
もに、ごみの減量化や資源化に貢献する市民、事業者などを支援します。

豊かな自然環境、生物多様性*の保全に対する市民の意識啓発を進めるとともに、
不法投棄の防止や公害発生の未然防止に努め、豊かな自然環境を守ります。

第4節　豊かな環境を守る『頼もしさ』をつくる

 ̏ඒ͍ࣗ͠વΛकΔ 

（１）生物多様性の保全に対する意識啓発
（２）不法投棄の防止と環境美化の推進
（３）公害防止対策の推進

 ̍ٿԹஆԽର策ΛਐΊΔ 

Δ͢༺׆Λ༗ޮݯࢿ̎ 

（１）次世代エネルギーの活用による温暖化対策の推進
（２）温暖化対策に対する意識啓発

（１）ごみの適正処理の推進　（２）ごみの発生抑制・再使用・再生利用の推進

ୈ̐અ　๛͔ͳڥΛकΔh པ͠͞ Λɦͭ Δ͘
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1　地球温暖化対策を進める

現況と課題 国の「地球温暖化対策計画」では、温室効果ガス*削減目標を2030年度までに
2013年度比マイナス26％、また、地方公共団体の公共施設を含む「業務その他部門」
の温室効果ガス削減目標は、2013年度比でマイナス約40％と設定されています。

本市では、特に全国平均より高い民生業務部門、運輸部門の温室効果ガス排出
量の削減を進めることにより、平成28年度の市内の二酸化炭素排出量を平成２年
度値まで削減することを目標としています。

しかしながら、平成25年度の温室効果ガス排出量は、平成２年度比で約９％増加
し、特に家庭・業務の民生部門からの排出量の伸びが大きくなっています。このよう
な状況の中、国の削減目標を達成するためには、現在の温暖化対策だけでは不十分
であることから、化石燃料の消費削減や再生可能エネルギー *の活用が必要です。

また、原発依存度を可能な限り低減させるという国の「エネルギー基本計画（第四
次）」の考え方に沿って、省エネルギー・再生可能エネルギーの導入など、エネルギー
の構造転換を図ることが求められています。エネルギーのまちとして歩んできた本市
が「新たなエネルギーのまち」を目指すためには、地域における未利用エネルギーを
資源として、効率的・効果的な利活用を進めるとともに、環境関連産業の育成などが
重要です。

しかしながら、再生可能エネルギーなどの次世代エネルギー *の活用には、経済性
や安全性などの面で課題があり、十分な検討が必要です。

国の新たなエネルギー政策を踏まえ、現在のエネルギー需給の在り方を見直し、ラ
イフスタイルやまちづくりを含めた、より環境にやさしい社会システムを構築し、効率の
良いエネルギーの利用で快適な生活を送ることができる、持続可能な地域社会への
転換を図ることが必要です。

地球温暖化に対しては、温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」とともに、当面
避けることができない気候変動による環境変化に対処する「適応策」にも取り組んで
いくことが重要です。

&$0�ϓϩδΣΫτͷ参加
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ᅜの「ᆅ⌫ ᬮ化ᑐ⟇計画」䛷䛿、 ᐊຠᯝ䜺ス＊削減┠ᶆを 㻞㻜㻟㻜 ᖺ度ま䛷に 㻞㻜㻝㻟 ᖺ度ẚ

䝬䜲䝘ス 㻞㻢䠂、また、ᆅ᪉公共団体の公共施設をྵ䜐「業ົ䛭の㒊㛛」の ᐊຠᯝ䜺ス削減

┠ᶆ䛿、㻞㻜㻝㻟 ᖺ度ẚ䛷䝬䜲䝘ス⣙ 㻠㻜䠂と設定䛥れ䛶います。 

ᮏ市䛷䛿、≉に全ᅜᖹᆒより㧗い民⏕業ົ㒊㛛、運㍺㒊㛛の ᐊຠᯝ䜺スฟ量の削減を

進めることにより、ᖹᡂ 㻞㻤 ᖺ度の市ෆの㓟化Ⅳ⣲ฟ量をᖹᡂ䠎ᖺ度್ま䛷削減することを

┠ᶆとし䛶います。 

しかしなが䜙、ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ度の ᐊຠᯝ䜺スฟ量䛿、ᖹᡂ䠎ᖺ度ẚ䛷⣙䠕䠂増加し、≉にᐙ

ᗞ・業ົの民⏕㒊㛛か䜙のฟ量のఙ䜃がき䛟な䛳䛶います。このよ䛖な≧ἣの中、ᅜの削減

┠ᶆを㐩ᡂするために䛿、⌧ᅾの ᬮ化ᑐ⟇䛰け䛷䛿༑ศ䛷䛒ることか䜙、化▼⇞ᩱのᾘ

費削減や⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー＊のά⏝がᚲせ䛷す。 

また、ཎⓎ౫Ꮡ度をྍ⬟な㝈りప減䛥䛫るとい䛖ᅜの「䜶䝛䝹䜼ー基ᮏ計画䠄第ᅄḟ䠅」の⪃䛘

᪉にἢ䛳䛶、┬䜶䝛䝹䜼ー・⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ーのᑟධなど、䜶䝛䝹䜼ーのᵓ㐀㌿を図るこ

とがồめ䜙れ䛶います。䜶䝛䝹䜼ーのま䛱とし䛶Ṍ䜣䛷きたᮏ市が「新たな䜶䝛䝹䜼ーのま䛱」を

┠指すために䛿、ᆅᇦにおけるᮍ⏝䜶䝛䝹䜼ーを㈨※とし䛶、ຠ⋡的・ຠᯝ的なά⏝を進

めるとともに、⎔ቃ㛵連⏘業の⫱ᡂなどが㔜せ䛷す。 

しかしなが䜙、⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ーなどのḟୡ௦䜶䝛䝹䜼ー＊のά⏝に䛿、経῭ᛶやᏳ全ᛶ

などの面䛷ㄢ㢟が䛒り、༑ศな᳨ウがᚲせ䛷す。 

ᅜの新たな䜶䝛䝹䜼ーᨻ⟇を㋃ま䛘、⌧ᅾの䜶䝛䝹䜼ー㟂⤥のᅾり᪉を見┤し、䝷䜲䝣ス䝍䜲

䝹やま䛱づ䛟りをྵめた、より⎔ቃにや䛥しい♫䝅ス䝔䝮をᵓ⠏し、ຠ⋡のⰋい䜶䝛䝹䜼ーの

⏝䛷ᛌ適な⏕άを㏦ることが䛷きる、持⥆ྍ⬟なᆅᇦ♫䜈の㌿を図ることがᚲせ䛷す。 

ᆅ⌫ ᬮ化にᑐし䛶䛿、 ᐊຠᯝ䜺スのฟをᢚ制する「⦆⟇」とともに、ᙜ面㑊けること

が䛷きないẼೃኚືによる⎔ቃኚ化にᑐฎする「適ᛂ⟇」にもྲྀり⤌䜣䛷い䛟ことが㔜せ䛷す。 

 

&$0� ϓϩδΣΫτͷࢀՃ 
ʢ୯Ґɿࣾʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

 ��� ��� ��� ��� ��� ऀۀࣄՃొࢀ

ʲࢿྉɿദ࡚ࢢͷڥʳ 
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- 㻥㻡 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ḟୡ௦䜶䝛䝹䜼䞊䛾ά⏝䛻䜘䜛 ᬮᑐ⟇䛾᥎㐍 䍾⏘ᴗ䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁ᡓ␎䍿 

䜶䝛䝹䜼ーのຠ⋡的・ຠᯝ的なά⏝による ᬮ化ᑐ⟇を᥎進するため、公共施設にᑐし

䛶䛿、┬䜶䝛䝹䜼ー設ഛのᑟධと⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー＊のά⏝や㟁ụの⏝ಁ進、䝞䜲䜸

䝬ス＊などのᮍ⏝䜶䝛䝹䜼ーの有ຠά⏝にྲྀり⤌䜏ます。 

また、一⯡ఫᏯ・事業ᡤに䛿、┬䜶䝛䝹䜼ー設ഛのᑟධをಁ進するとともに、㻱㻹㻿＊によるᾘ

費㟁力の制ᚚ・管理などを行䛖ス䝬ー䝖ハウス・ビ䝹＊䜈の理ゎಁ進にྲྀり⤌䜏ます。 

䛥䜙に、䜶䝛䝹䜼ーの有ຠά⏝が図䜙れるス䝬ー䝖䝁䝭䝳䝙䝔䜱＊のᙧᡂや⏝時に㓟化Ⅳ

⣲をฟしない⇞ᩱ㟁ụ⮬ື㌴䠄㻲㻯㼂䠅＊など、Ỉ⣲のᑟධ・ά⏝に向けた◊✲を進めます。 

これ䜙のྲྀ⤌とే䛫䛶、これか䜙のま䛱づ䛟りにおけるḟୡ௦䜶䝛䝹䜼ー＊のά⏝の᪉向ᛶを

♧す「ᆅᇦ䜶䝛䝹䜼ービ䝆䝵䞁」を⟇定します。 

䠄䠎䠅  ᬮᑐ⟇䛻ᑐ䛩䜛ព㆑ၨⓎ 

ᑠ・中学校をᑐ㇟とした⎔ቃᩍ⫱をጞめ、ᆅᇦのேᮦや⎔ቃ㈨※をά⏝したᩍ⫱により、市

民一ே䜂とりの⎔ቃព㆑の向上を図るとともに、新₲┴ᆅ⌫ ᬮ化㜵Ṇάື᥎進ဨなど、⎔ቃ

保全άືを᥎進するேᮦの⫱ᡂにྲྀり⤌䜏ます。 

また、事業者にᑐし䛶䛿、┬䜶䝛䝹䜼ーデ᩿＊のཷデをಁすことにより、⎔ቃに配៖した設ഛ

のᑟධをಁ進します。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

&$0� ϓϩジΣΫτࢀՃొऀۀࣄ ��� ࣾ ��� ࣾ 

ૉܕΤωɾলΤωثػಋೖิॿ݅ �� ݅ �� ݅ 

ԹஆԽରࡦࢀࣨڭՃਓ ���� ਓ ���� ਓ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

όΠΦϚελϯਪਐۀࣄ όΠΦϚεൃిͷՄੑௐࠪ ࢢ 

&$0� ϓϩジΣΫτऀۀࣄ ۀࣄͷߦڥಈʹର͢ΔΤίϙΠϯτͷ
༩ 

 ऀۀࣄɾࢢ

ૉܕઃඋثػಋೖิॿۀࣄ ૉܕઃඋثػಋೖʹର͢Δࢧԉ 
தώーτϙϯϓʹΑΔ༥ઇஔઃஔʹ
ର͢Δࢧԉ 

 ऀۀࣄຽɾࢢɾࢢ

εϚーτίϛϡχςΟਪਐۀࣄ εϚーτίϛϡχςΟͷܗʹ͚ͨௐ
ࠪɾݕ౼ 

 ɾେֶऀۀࣄɾࢢ

Τωੈ͚࣍ͨʹͷਪਐࡦԹஆԽରٿ ۀࣄ౼ݕ用׆ΤωϧΪーੈ࣍
ϧΪーͷ׆用ͷํੑΛࣔ͢ʮҬΤωϧ
ΪーϏジϣϯʯͷࡦఆ 

 ɾେֶऀۀࣄɾࢢ

ٿԹஆԽରࡦਪਐۀࣄ খɾதֶߍΛରͱͨ͠ദ࡚ࢢ൛ڭڥҭ
ϓϩάϥϜͷߏங 

 ߍɾখɾதֶࢢ

  

（１）次世代エネルギーの活用による温暖化対策の推進 «産業イノベーション戦略»
エネルギーの効率的・効果的な利活用による温暖化対策を推進するため、公共施

設に対しては、省エネルギー設備の導入と再生可能エネルギー *の活用や蓄電池の
利用促進、バイオマス*などの未利用エネルギーの有効活用に取り組みます。

また、一般住宅・事業所には、省エネルギー設備の導入を促進するとともに、EMS*
による消費電力の制御・管理などを行うスマートハウス・ビル*への理解促進に取り組
みます。

さらに、エネルギーの有効活用が図られるスマートコミュニティ*の形成や利用時に
二酸化炭素を排出しない燃料電池自動車（FCV）*など、水素の導入・活用に向けた
研究を進めます。

これらの取組と併せて、これからのまちづくりにおける次世代エネルギー *の活用の
方向性を示す「地域エネルギービジョン」を策定します。

（２）温暖化対策に対する意識啓発
小・中学校を対象とした環境教育を始め、地域の人材や環境資源を活用した教育

により、市民一人ひとりの環境意識の向上を図るとともに、新潟県地球温暖化防止活
動推進員など、環境保全活動を推進する人材の育成に取り組みます。

また、事業者に対しては、省エネルギー診断*の受診を促すことにより、環境に配慮
した設備の導入を促進します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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- 㻥㻢 - 

 ৱ౺をથણ৷する ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

䛤䜏のฟ量䛿、ᖹᡂ㻞㻝ᖺ㻝㻜᭶のᐙᗞ䛤䜏の有ᩱ化௨㝆、減ഴ向に䛒りますが、䛤䜏の

減量化にᑐするᩍ⫱・ၨⓎάືなど、䛤䜏のⓎ⏕ᢚ制䜈のྲྀ⤌がồめ䜙れ䛶います。 

䝸サ䜲䜽䝹⋡も㏆ᖺ、減ᑡഴ向に䛒ることか䜙、これ䜙をᨵၿするためのព㆑ၨⓎを進めること

がᚲせ䛷す。 

ᐙᗞ⣔一⯡ᗫᲠ≀の㞟運ᦙ䛿、⇞やす䛤䜏、⇞や䛥ない䛤䜏、⢒䛤䜏、㈨※≀䠄㻝㻢 ရ

┠䠅にศけ䛶㞟し䛶いますが、ྛ⏫ෆ䛤䜏ス䝔ー䝅䝵䞁に䛿、౫↛とし䛶ศู䛥れ䛶いない䛤

䜏やฎ理ᅔ㞴≀がฟ䛥れ䛶いる≧ἣに䛒ります。 

また、事業⣔一⯡ᗫᲠ≀の中にも、⏘業ᗫᲠ≀とし䛶ฎ理しなけれ䜀な䜙ないものがΰᅾし

䛶いることが䛒るため、市民にᑐする適正な䛤䜏のฟし᪉ཬ䜃ฟ事業者にᑐする適正ฎ理

の࿘▱がᚲせ䛷す。 

 

͝Έͷഉग़ྔ 
ʢ୯Ґɿ̓ɾ̶ɾˋʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

ഉग़ྔʢ̓ʣ ����� ����� ����� ����� ����� 

̍ਓ̍ͨΓͷഉग़ྔʢ̶ʣ ��� ��� ��� ��� ��� 

ϦαΠΫϧʢˋʣ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿΫϦーϯਪਐ՝ʳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ѹॖݮ༰͔ػΒഉग़͞ΕͨϓϥενοΫ༰ثแͷϕーϧ 

2　資源を有効活用する

ごみの排出量は、平成21年10月の家庭ごみの有料化以降、漸減傾向にあります
が、ごみの減量化に対する教育・啓発活動など、ごみの発生抑制への取組が求めら
れています。

リサイクル率も近年、減少傾向にあることから、これらを改善するための意識啓発
を進めることが必要です。

家庭系一般廃棄物の収集運搬は、燃やすごみ、燃やさないごみ、粗大ごみ、資源物
（16品目）に分けて収集していますが、各町内ごみステーションには、依然として分
別されていないごみや処理困難物が排出されている状況にあります。

また、事業系一般廃棄物の中にも、産業廃棄物として処理しなければならないもの
が混在していることがあるため、市民に対する適正なごみの出し方及び排出事業者に
対する適正処理の周知が必要です。

͝Έͷഉग़ྔ

現況と課題

圧縮減容機から排出された
プラスチック製容器包装のベール
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（１）ごみの適正処理の推進
家庭や事業者に対する廃棄物の分別の周知徹底を図り、ごみの減量化・資源化を

進めるとともに、ごみの適正かつ安全な処理を推進します。

（２）ごみの発生抑制・再使用・再生利用の推進
学校教育や社会教育、事業者周知などの様々な機会を通じ、ごみの減量やリサイ

クルの必要性に対する市民や事業者の意識啓発を進め、環境への関心を高めます。
また、ごみの発生抑制・再使用・再生利用を促進するため、ごみの減量化・資源化

に貢献する市民や事業者などを支援します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業

小学生によるクリーンセンターの見学

 

- 㻥㻣 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 䛤䜏䛾㐺ṇฎ⌮䛾᥎㐍 

ᐙᗞや事業者にᑐするᗫᲠ≀のศูの࿘▱ᚭᗏを図り、䛤䜏の減量化・㈨※化を進めるとと

もに、䛤䜏の適正か䛴Ᏻ全なฎ理を᥎進します。 

䠄䠎䠅 䛤䜏䛾Ⓨ⏕ᢚไ䞉⏝䞉⏕⏝䛾᥎㐍 

学校ᩍ⫱や♫ᩍ⫱、事業者࿘▱などのᵝ䚻なᶵを㏻䛨、䛤䜏の減量や䝸サ䜲䜽䝹のᚲ

せᛶにᑐする市民や事業者のព㆑ၨⓎを進め、⎔ቃ䜈の㛵ᚰを㧗めます。 

また、䛤䜏のⓎ⏕ᢚ制・⏝・⏕⏝をಁ進するため、䛤䜏の減量化・㈨※化に㈉⊩す

る市民や事業者などをᨭします。 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

̍ਓ̍ͨΓͷ͝Έͷഉग़ྔ ���̶ ���̶ 

ϦαΠΫϧ ����ˋ ����ˋ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

 ࢢ ઃͷඋࢪΫϦーϯηϯλーͷதؒॲཧ ۀࣄઃඋࢪதؒॲཧݯࢿ

ϦαΠΫϧηϯλーཧݯࢿ
 ۀࣄ

ݯࢿϦαΠΫϧηϯλーʹ͓͚Δݯࢿ
ͷճऩ 

 ຽࢢɾࢢ

͝ΈྔݮɾϦαΠΫϧରิࡦॿ
 ۀࣄ

͝ΈͷٴྔݮͼݯࢿͷϦαΠΫϧͷਪਐ ࢢɾҬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ҭͷਪਐڭڥ
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3　美しい自然を守る

本市は豊かな自然環境に恵まれており、多様な生物が生息している一方で、イノシ
シなどの野生鳥獣の増加が自然生態系に影響を及ぼしつつあります。また、生物多
様性*の保全について、市民の認識や活動の強化が求められています。

柏崎・夢の森公園では、持続可能な社会を実現するため、「自然体験」、「環境エネ
ルギー教育」、「ライフスタイル教育」の３つを柱とする「環境学校プログラム」を展開し
ています。今後は、その体験を通じ、市民協働により、里山の復元・創造を担う市民
や団体を育成していく必要があります。

美しい地域環境を守るため、クリーンデー柏崎などの環境美化活動に関する啓発
活動を推進しています。また、不法投棄の防止に向け、不法投棄防止美化協力員を
配置し、パトロール体制を強化しているほか、再発防止の柵や看板などの設置を行っ
ています。しかしながら、市道や林道を中心に、家庭ごみも含めた不法投棄が依然と
して後を絶たないため、監視体制の強化や環境保全に対する意識啓発などを推進し
ていくことが必要です。

公害は住民の生活に身近な問題であり、騒音や悪臭など様々な公害苦情が寄せ
られています。これらは主に事業活動から発生し、解決に時間を要するため、粘り強
い対応が必要です。

中心市街地において地盤沈下が確認されたため、「柏崎市地盤沈下防止対策基
本指針」を策定し、対象地域において公共の井戸は新たに設置しないなど、消雪用地
下水の過剰なくみ上げを抑制する対策を進めてきました。平成27年度の調査では、
地盤沈下の沈静化の傾向が確認されたため、地下水のくみ上げの抑制を促すととも
に、継続した監視を行うことが必要です。

ΫϦʔϯσʔദ࡚

現況と課題

 

- 㻥8 - 

３ खःঽேをஹる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市䛿㇏かな⮬↛⎔ቃにᜨまれ䛶おり、ከᵝな⏕≀が⏕ᜥし䛶いる一᪉䛷、䜲ノ䝅䝅などの

㔝⏕㫽⋇の増加が⮬↛⏕ែ⣔にᙳ㡪をཬ䜌し䛴䛴䛒ります。また、⏕≀ከᵝᛶ＊の保全に䛴

い䛶、市民のㄆ㆑やάືのᙉ化がồめ䜙れ䛶います。 

柏崎・ክの᳃公ᅬ䛷䛿、持⥆ྍ⬟な♫をᐇ⌧するため、「⮬↛体㦂」、「⎔ቃ䜶䝛䝹䜼ーᩍ

⫱」、「䝷䜲䝣ス䝍䜲䝹ᩍ⫱」の䠏䛴をᰕとする「⎔ቃ学校䝥䝻䜾䝷䝮」をᒎ㛤し䛶います。ᚋ䛿、

䛭の体㦂を㏻䛨、市民協働により、㔛ᒣのඖ・㐀をᢸ䛖市民や団体を⫱ᡂし䛶い䛟ᚲせが䛒

ります。 

⨾しいᆅᇦ⎔ቃをᏲるため、䜽䝸ー䞁䝕ー柏崎などの⎔ቃ⨾化άືに㛵するၨⓎάືを᥎

進し䛶います。また、ἲᢞᲠの㜵Ṇに向け、ἲᢞᲠ㜵Ṇ⨾化協力ဨを配置し、䝟䝖䝻ー䝹

体制をᙉ化し䛶いる䜋か、Ⓨ㜵Ṇのᰙや┳ᯈなどの設置を行䛳䛶います。しかしなが䜙、市

㐨やᯘ㐨を中ᚰに、ᐙᗞ䛤䜏もྵめたἲᢞᲠが౫↛とし䛶ᚋを⤯たないため、┘ど体制の

ᙉ化や⎔ቃ保全にᑐするព㆑ၨⓎなどを᥎進し䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

公ᐖ䛿ఫ民の⏕άに㌟㏆なၥ㢟䛷䛒り、㦁㡢やᝏ⮯などᵝ䚻な公ᐖⱞがᐤ䛫䜙れ䛶いま

す。これ䜙䛿に事業άືか䜙Ⓨ⏕し、ゎỴに時間をせするため、⢓りᙉいᑐᛂがᚲせ䛷す。 

中ᚰ市⾤ᆅにおい䛶ᆅ┙ỿୗが☜ㄆ䛥れたため、「柏崎市ᆅ┙ỿୗ㜵Ṇᑐ⟇基ᮏ指㔪」を

⟇定し、ᑐ㇟ᆅᇦにおい䛶公共のᡞ䛿新たに設置しないなど、ᾘ㞷⏝ᆅୗỈの㐣な䛟䜏

上䛢をᢚ制するᑐ⟇を進め䛶きました。ᖹᡂ 㻞㻣 ᖺ度のㄪᰝ䛷䛿、ᆅ┙ỿୗのỿ㟼化のഴ向が

☜ㄆ䛥れたため、ᆅୗỈの䛟䜏上䛢のᢚ制によるᑐ⟇とともに、⥅⥆した┘どを行䛖ことがᚲせ

䛷す。 

 

ΫϦʔϯσʔദ࡚ 
ʢ୯Ґɿஂମɾਓɾ̓ʣ 

۠   ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  ฏ ��  

 ��� ��� ��� ��� ��� Ճஂମʢஂମʣࢀ

�� Ճਓʢਓʣࢀ��� ����� ����� ����� ����� 

ճऩྔʢ̓ʣ ��� ��� ��� ��� ��� 

 

೩͢͝Έʢ̓ʣ �� �� �� �� �� 

೩͞ͳ͍͝Έʢ̓ʣ � � � � � 

ଆߔԚటʢ̓ʣ �� ��� ��� ��� ��� 

ʲࢿྉɿΫϦーϯਪਐ՝ʳ 
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（１）生物多様性の保全に対する意識啓発
豊かな自然環境の保全と活用に努めながら、生物多様性*の保全に対する意識啓

発を進め、環境保全活動が活発になるよう、市民の学習や活動を充実します。
イノシシやツキノワグマなど野生鳥獣の生息数の増加と生息地域の拡大に対し

て、有害鳥獣の捕獲により、人身被害を防止するとともに、農作物への被害を低減
させます。

市民協働による里山環境の復元や動植物の保全管理のため、柏崎・夢の森公園の
「環境学校プログラム」を通じ、自然に愛着を持ち、生物多様性の保全を担う人材を
育成します。

（２）不法投棄の防止と環境美化の推進
環境美化活動に取り組む地域住民の活動を支援し、地域環境の保全を進めます。
不法投棄の防止対策として、不法投棄防止美化協力員や関係機関と連携し、パト

ロール活動などの監視体制を強化します。

（３）公害防止対策の推進
公害の発生を未然に防ぎ、良好な環境を確保するため、主に事業活動により発生

する騒音・振動・悪臭・水質汚濁などに対して、状況の把握や継続的な監視、適切な
指導に努めます。

地盤沈下は、地下水位の観測や水準測量を継続しながら、中心市街地の沈下の
状況を把握するとともに、消雪用地下水の節水を促す広報を行います。また、著しい
沈下（２cm ／年以上）が継続する場合は、規制を含めた対策を検討し、沈下抑制に
向けた効果的な取組を進めます。

高速道路沿いの生活環境を保全するため、継続して騒音測定を行い、事業者へ対
策を働き掛けます。

主要施策の
基本方向
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- 㻝㻜㻜 - 

 

ඪࢦඪ ࡏݱʢฏ �� ʣ ඪʢฏ �� ʣ 

�� ϓϩάϥϜར用ऀߍֶڥ��� ਓ ����� ਓ 

ΫϦーϯσーദ࡚ͷࢀՃ ����ˋ ����ˋ 

 

 ओମۀࣄ ཁ֓ۀࣄ ۀ ࣄ

ദ࡚ɾເͷެԂࢪઃཧࢦ ۀࣄఆཧऀ੍ˎʹΑΔࢪઃͷཧɾӡӦ
 ৽ߋԽ͕ਐΉઃඋͷٺͼٴ
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ເͷެԂʮΏΊͷΑ͏ͪ͑Μʯ 

施策の目標指標

主要な事務事業

夢の森公園「里山プレイパーク」




